
Ｎｏ．706
２０１２．０１．１３

３年がかりで試作してきた

幻の米はご賞味いただけまし

たか。辰年に「龍の瞳」が間に

合ったのは計画どおり（エヘン）

というのはウソ。これこそ、す

ずき産地の座右の迷たる「行

き当たりバッチリ」でした。

どっこい、想定外の問題点

や、さらに悔しい事態が待って

いたのでした。

一つは、収穫後、モミすり

作業につづいて、グレーダー

（ふるい）を通すさいに、あま

りに粒が大きいために、クズ玄

米をふるい落とすことができ

ないという問題です。やむをえ

ず、精米後に再びグレーダー

を通して破砕米を除くように

しました。が、それでも不十分

な選別しかできていません。わ

ざわざ大きい目の網を買うし

かないのかなぁ。

もう一つは、もっと深刻です。

米に含まれる放射能を分析し

た結果が右の表です。そう、

放射性セシウムが白米からも

検出されたのです。コシヒカリ

よりも吸収率が高いのだろう

か。微々たる数値とはいえ、

気持ち的には４年越しの苦労

が台無しにされてしまった。

文字どおり「画竜点睛」を

欠いた顛末で、「行き当たり

バッチリ」のつもりが、行き当

たりばったりでは、日本の原発

そのままじゃないかぁ。トホホ・・


